
                                                               平成 22 年 11 月９日 

 

各      位 

会社名   株式会社カワニシホールディングス 

代表者名  代表取締役社長 野瀬 洋輔 

（コード番号 2689 東証第２部） 

取締役 
問合せ先  副社長執行役員    高井 平 

管理本部長 

（TEL． 086 － 245 － 1112 ） 

 

連結子会社間の合併に関するお知らせ 

 

当社は、平成22年11月９日開催の当社取締役会及び当社子会社である株式会社カワニシ並びに株式会

社メドテクニカの取締役会において、平成23年１月１日をもって株式会社カワニシと株式会社メドテ

クニカを合併することを決定致しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．合併の理由と目的 

当社グループにおいて同一事業セグメントに属する両社を合併することにより、より一層の経営の

効率化、さらに連結企業グループ体質強化並びに収益力の向上を図るものであります。 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

 両社合併契約書承認取締役会         平成22年11月９日 

 合併契約書締結               平成22年11月９日 

 両社合併契約書承認株主総会         平成22年11月15日（予定） 

    （注）会社法第319条に基づく書面によるみなし総会決議 

 合併期日                  平成23年１月１日（予定） 

 合併登記                  平成23年１月４日（予定） 

  

（２）合併方式 株式会社カワニシを存続会社とする吸収合併方式とし、株式会社メドテク

ニカは解散いたします。 

（３）合併比率 両社とも当社の100％子会社であり、合併に際して株式会社カワニシの新

株式の割当て交付は行わないため、合併比率は算定しておりません。 

（４）合併交付金  合併交付金の支払はありません。 

（５）増加資本金  なし 



３．合併当事者の概要 

（平成22年11月９日現在） 

(1) 商 号 
株式会社カワニシ 

（合併会社） 

株式会社メドテクニカ 

（被合併会社） 

(2) 主 た る 事 業 内 容 医療機器及び材料の販売 医療機器及び材料の販売 

(3) 設 立 年 月 日 平成16年１月５日 昭和58年４月11日 

(4) 本 店 所 在 地 
岡山市北区今 

１丁目４番31号 

名古屋市北区西味鋺 

５丁目902番地 

(5) 代 表 者 代表取締役社長 野瀬 洋輔 代表取締役 久山 徹 

(6) 資 本 金 300,000千円 14,000千円 

(7) 発 行 済 株 式 総 数 6,000株 224株 

(8) 決 算 期 毎年６月30日 毎年６月30日 

(9) 従 業 員 数 420名 10名 

(10) 株 主 及 び 持 株 比 率 

 

 株式会社カワニシホールディングス 

100％ 

 株式会社カワニシホールディングス  

              100％ 

資 本 関 係 該当ありません 

人 的 関 係 役員の兼務が２名あります。 (11) 当 事 会 社 の 関 係 

取 引 関 係 商品売買取引を行っております。 

(12)直前事業年度の財政状態及び経営成績 

 株式会社カワニシ 

（合併会社） 

株式会社メドテクニカ 

（被合併会社） 

決算期 平成22年６月期 平成22年６月期 

純 資 産 (千円) 791,895 205,286

総 資 産 (千円) 11,673,097 314,757

売 上 高 (千円) 42,338,549 814,713

営業利益 (千円) 193,540 △15,036

経常利益 (千円) 186,931 △14,538

当期純利益(千円) 100,394 △13,568

1株当たり当期純利益(円) 16,732.38 △60,573.48

1株あたり純資産(円) 131,982.66 916,455.25

 

４．合併後の状況 

(1)商号   株式会社カワニシ 

(2)本店所在地  岡山市北区今１丁目４番31号 

(3)株主   当社（株式会社カワニシホールディングス）100％所有 

(4)代表者名  代表取締役社長 野瀬 洋輔 

(5)事業内容       医療機器及び材料の販売 

(6)資本金  300百万円 

(7)決算期  毎年6月30日 

 

５．合併に伴う業績への影響および今後の見通し 

 連結子会社間の合併であり、当社が既に発表しております通期連結業績予想に与える影響は軽微で

あります。 

 

以 上 


